
 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOL.２０５．  ２０２３．８月号 

 「シャインマスカットと、出逢い」 
 

スイッチＯＮ！連日猛暑日。。８月はすべて猛暑日。。。過去連続更新。。昔と違ってクーラーつけないとやばい。。 

節約のための扇風機ではコンクリートに囲まれてる都市部は厳しい環境になりました。。。 

寝るときも体調管理、、生活習慣、日本の風習も環境が変わってきたのかな。。。 

 

さて、２０１９年の５月のゴールデンウィーク最終日に、シャインマスカットを植えてきました。 

三年後には５０房。五年後には２００房のマスカットが収穫できるとのことで、４年目にして見事、５０房出来上がりまし

た！そこで、なぜブドウ栽培になったのか、ご縁のお話を。 

 

ここのぶどう園のオーナーの高橋さん。ちょうど一年前の夏、ぶどう狩りに行ったときのご縁でした。 

その日は残念ながら大雨土砂降り。。強行してぶどう狩りにいきました。 

着いたときにはもちろんお客さんは誰もいません。開店休業な感じです。 

そこに一人、酔っぱらいのおじさんが、、この人が高橋さん。 

 

「おーよく来たね。バーベキューやろう！」  そと、大雨土砂降りですから。。 

と、いきなりバーベキューのために、炭にバーナーで火をつけだしました。 

そして、携帯電話で、近くに住む母親に連絡し、原付でお母様登場。多分８０歳オーバーのお母様。 

さっそく、お店の床に引いてあった鉄板に、原付の前輪を滑らせ転倒、、！ 

そのまま横倒しになり、足が挟まり身動きとれず。 

息子さんは、近所の仲間にバーベキュのお誘いのため大忙し。。 

 

ひとりぼっちのぼく。仕事がらヘルプへ。 

 

原付ってなかなか重いと実感しながら、覚悟決めて泥だらけに母親救出。 

そんなドタバタから、マスカットの試食をさせてもらいながら、バーベキューを。、 

 

酩酊状態の高橋さん話から出たのが、妄想空想。 

５０人のオーナーに、シャインマスカットの苗を植えてもらい、関わりはいとこのおじさんみたいになりたいと。 

栃木のこのぶどう園を故郷に集まる場所にしたい！と。 

 

そして、その夢に乗ることに。 

割り箸の袋の裏に携帯番号を書いてといわれ、待つこと７ヶ月。 

 

携帯に着信が。 

シャインマスカットを植に。 

二回目の初めまして、そこでしらふで聴いた、想いを。 

 

 

↓↓↓↓↓裏面に続く 

 



 

 

なぜ、シャインマスカットを植える企画を？ 

高橋さんは、もう次のオーナーを集めることは考えていない。 

 

「平成から令和」に。 

年号が変わることは、人生でめったにない。ましてや、年号が変わるときは崩御であって、 

令和という年号を祝えることも一生無いと。 

そんな元年に、ぶどう園として、ぶどうを植えることに喜びと、これからの未来にこの５月がタイミングと。 

 

５５歳の高橋さん。 

建築職人だった３６歳の時に、大きな転機。そのとき、お父様のぶどう園を継ぐことに。 

土の作り方も知らない中、手探りで出会った師匠が７０歳。 

 

その師匠はいつも山にはいり常に楽しそう。 

当時の高橋くん。 

師匠に、「その歳でなぜ山に入るのか？」 

 

師匠曰く、「２００年後の子供たちに見せる自然を作るために」 

 

１８０度人生観が変わったとのこと。 

 

そこから、本腰入れて、ぶどう園を。大きくする目的よりも、村づくりの中にぶどう園がある。 

そんな巻き込み力の中、僕も巻き込まれた。 

 

スコップしまって無事、植えたあとに、昼飯をおごってもらった。 

次は、放棄された農地を再生して、現在集まってる５人の女子とともに、 

完全無農薬の安心した食材をその有志で集まった女子で育て上げると。 

 

少し余談。 

スコップで土掘ってるときの会話。 

昨年、夏に田植えを考えてたけど、企画ができなかった。 

５０人で田植えをやれば、８時に開始して昼まえには終わる。そしたら、バーベキューできる。 

２５人しか集まらなかったから、田植えをできなかった。。 

 

ぼくは、「せっかく２５人集めたんだから、なぜやらないんですか？」 

高橋さん、「だって、それだと労働になっちゃう。３時間だったら、皆イベントとして楽しめるけど、６時間だと労働。 

それだと次の楽しみにつながらない。」 

 

ぼくは、その言葉にハッとしました。介護もボランティアさんと言われながら、時間の拘束は、労働になっていると、、、 

 

話は女子会に戻ります。 

高橋さんはいいました。 

金曜土曜日曜の三日間で、一人手取り１８万稼げるようにする。 

残りの曜日は、自由な時間。その時間に、たくさんの３時間未満のイベントとして関わる人を集めると。 

 

有志の集まりから、イベントとして継続。そして、その人の生活を絡めた企画。 

なんだか、シャインマスカットからの出会いが、刺激的な出会いになった。 

 

来年は２００房、、一人で収穫は厳しいな、、年間の手入れと粒の剪定、そして汗まみれ。。 

次回は有志募って企画します！もちろん収穫したシャインマスカットがご褒美！ 

 

社会福祉法人 千歳会 

理事長 左 敬真 

 


